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【 地 域 連 携 】医療・介護・福祉が一体となった切れ目のない医療サービスを提供し、
地域医療の充実に努めます。

【 救 急 医 療 】断らない救急医療を目指します。
【 予 防 医 学 】健康診断を推進し、病気の予防・早期発見に努めます。
【 チーム医療 】患者さん中心のチーム医療を実践し、安全で質の高い医療の提供に努めます。
【 人 材 育 成 】次代の医療を担う信頼される人材の育成に努めます。

救急から在宅まで、地域の医療を守り支える病院を目指します。

病院の理念・方針が

新しくなりました。

病院の理念
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お知らせ

　平成29年4月1日、当院の入職式が行われました。
　総勢45名の新しい職員は、これからの浅ノ川総合病院を担う力
として小市理事長から告示を、4月から病院長に就任した荒木病
院長から訓示を受けました。
　その後、新しい理念と方針を荒木病院長から、病院の概要を谷
事務長から教わり、翌週からは各部門の紹介や医療情報システム、
接遇研修、臨床倫理、施設基準や施設管理など病院で働くために
必要な知識を学びました。また、今年はグループワークの他に、コ
ミュニケーションを得る機会として昼食会を開きました。同期の
仲間達と共に、これからの浅ノ川を盛り上げていってくれること
を期待します！

平成29年5月27日（土）13：00 ～ 16：00　石川県地場産業振興センター  本館1F 大ホール
「看護職と看護学生のための就職情報交換会」に当院が参加します。

平成29年6月16日（金）19：00 ～　ホテル金沢2階「ダイヤモンド」
「第9回定位放射線治療セミナー」を開催します。

平成29年6月1日（木）は創立記念日につき、外来診療を休診いたします。（急患の場合は救急外来で対応します）
創立記念日休診のお知らせ

平成29年度 入職式・新入職員研修
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病院の方針
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私は子どもの頃、小児ぜんそくで体が弱く、よく学校を
休んでいました。発作が起きるとものすごく苦しくて、
自分が医者になってこういう苦しみをなくせたらいい
な、と思ったことを覚えています。病院から学校に通っ
ていた時期に、院内で友だちができました。手術をして
帰ってこなかった子もいましたし、退院したんだよ、と
言われていた友だちが実は亡くなったのだと、後になっ
て気付いたこともありました。子ども心に辛い経験もた
くさんありましたが、そのときに助けてくれた医師や優
しい看護師さんとの出会いが、医学の道を志すきっかけ
になりました。

地域 から選ばれる 、

  温もりのある病 院に 。

新 病 院 長 イ ン タ ビ ュ ー特 集

2017年4月、当院の病院長に内科の荒木一郎先生が

就任しました。浅ノ川総合病院の新リーダーとなる荒木

病院長に、地域医療にかける思いや今後の抱負を語って

もらいました。

当院では、救急医療、がん医療、地域連携の3つを柱に、
地域の皆さまから選ばれる質の高い医療の提供を目指
しています。いざという時に頼りになって、健康のこと
から介護のことまで何でも気軽に相談できるような、温
もりのある病院でありたいと思います。救急医療、がん
医療、地域連携については後ほど改めて述べますが、今
後はさらに、専門医の育成にも力を注ぐ考えです。質の
高い医療を継続的に提供するために、新しい専門医制度
にも対応し、各科の専門医を育てられるような病院を目
指したいと思います。

救急医療、がん医療、
地域連携が3つの柱

ぜんそくを乗り越え、
医学の道に

救急医療の分野においては「断らない救急医療」を目指
し、地域の方々がいざというときに安心して頼れる病院
でありたいと考えています。しかし、過剰な受け入れで
現場が手薄になるようなことがあれば本末転倒です。一
人でも多くの方を一刻も早く痛みや苦しみから救える
よう、設備や人員配置を改めて見直し、救急医療の受け
入れ態勢をさらに充実させたいと思います。

断らない救急医療で、
地域に安心を

浅ノ川病院グループでは現在、機能の異なる5つの病院
と1つの老人保健施設を運営しています。今後の課題の
ひとつとして、急性期を担う心臓血管センター 金沢循環
器病院や金沢脳神経外科病院との連携をどうやって強め
ていくかということを考えています。当院もかなり古く
なり、新病院の構想を考える時期に差し掛かっています。
現在は各病院を離れた場所で運営しておりますが、ひと
つ屋根の下にあれば互いに協力しやすいのではないか、
という思いもあります。建て替えや移転など様々な選択
肢がありますので、これからスタッフの意見を聴取して、
ベストな医療が提供できる形を考えていきたいと思いま
す。新病院で目指すのは、おもてなしの心と和の心を大
切にした、真のチーム医療です。地域から選ばれる、温も
りのある病院を、皆で目指していきます。

次の時代を見据えた
新病院構想を

地域連携はこれからも大きな課題です。超高齢化社会を
迎えるにあたり在宅医療介護が推進されていますが、多
くの家庭が核家族化している現状を見る限り、認知症や
身体の不自由な方のケアを在宅で行うことは非常に難
しい状況だと言えるでしょう。当院では、グループ内の
老人保健施設をはじめ、協力関係施設である老人保健施
設やグループホーム、特別養護老人ホームとも連携し、
医療・介護・福祉が一体となった切れ目のないサービ

スを提供しています。グループ力を活かしながら、近隣
の病院や医院との連携も強化して、実態に即した総合的
な地域医療の充実を目指します。

高齢化社会を支える、
切れ目のないサービス病院長  荒木 一郎

あらき　      いちろう

趣 味

座 右 の 銘

登山、温泉、海外旅行

「和をもって尊しとなす」
「長寿と繁栄」「義理・人情・浪花節」

日本消化器病学会専門医・指導医
日本超音波医学会専門医・指導医

日本内科学会総合内科専門医・指導医

当院では、2004年に日本で初めてノバリスという機器
を導入し、がんの定位放射線治療を開始しました。ノバ
リスは、腫瘍の位置や形状に合わせて放射線の形や強さ
を変えられる特殊な装置であり、これにより、肺がん、
前立腺がん、脳腫瘍など4,000例以上の治療を達成して
きました。これらの功績が評価され、平成23年4月に石
川県より、「石川県地域がん診療連携推進病院」に指定さ
れました。地域におけるがん治療の基幹病院として、手
術・化学療法・放射線治療などを組み合わせた専門的
がん医療を提供するほか、がん相談支援室の開設や、一
般の方向けの院内セミナーの開催にも取り組んでいま
す。近年は、免疫治療や再生医療など新しい治療法に対
する期待も高まっています。当院だけですべての最新治
療を提供することはできませんが、全国の病院とのネッ
トワークを活かし、最先端のがん医療を地域の皆さまに
提供していきたいと思います。

最先端のがん医療を北陸に

私たちはおもてなしの心と和の心で、地域の皆さまの健
康な暮らしを支えたいと思っています。お身体のことや
ご家族の介護のことなど、悩んでいることがあれば何で
もお気軽に、私たちに相談してください。

地域住民の方へのメッセージ
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のご紹介連 携 登 録 医診療科トピックスPick UP! 腎 臓 内 科

　当院腎臓内科は大学からの派遣医も含め計4名の常勤医師で

診療しております。当科は専門性の強い診療科であるとともに、

腎疾患以外の病気を合併している患者さんも多く、広範囲の知

識が必要とされる診療科でもあります。

　現在、当院の透析センターでは約200名の透析治療を受けて

いる患者さんがおり、県内最大級の透析施設です。我が国では、

毎年約3万人の新規透析導入患者さんがおられ、社会的、経済

的問題になってきています。腎臓は肝臓と並んで症状が出にく

い臓器とされ、発見が遅れることで、気付いた時には末期腎不

全に進行してしまった患者さんも見受けられます。

　近年、慢性腎臓病(Chronic Kidney Diseaes：CKD)という概念が注目されています。CKDとは、3 ヶ月

以上腎障害(検尿異常や画像異常)が持続するか、または腎機能が低下した場合と定義されています。高齢化

社会や生活習慣病の増加に伴い国民の8人に1人がCKDとされ、いわば国民病といえる状況となっていま

す(CKD患者数は約1330万人と推計)。さらに、CKDは腎機能が低下するだけでなく、心血管疾患(心筋梗

塞、脳卒中、閉塞性動脈硬化症等)の危険因子であることも分かってきています。CKDでは、早期診断・早

期治療が腎不全に進展させない最善の方策であり、学校・職場健診などで尿検査異常を指摘された場合は

他に症状が無くても医療機関を受診することが望ましいと思います。そして、CKDと診断された場合には、

減塩を中心とした食事療法(生活習慣の改善)、血圧管理による蛋白尿の抑制および腎機能低下の進展を抑

制するなど重症化させないことが重要です。

　当科外来ではCKD患者さんの定期管理に加えて他診療科と

連携して合併症の管理を行っております。また、地域の医師

および薬剤師等のコメディカルを対象としたCKD勉強会も開

催し、啓蒙活動も行っております。不幸にして末期腎不全に

進展してしまった患者さんの透析療法導入を含めた透析管理

および合併症の早期発見に努めながら、全身管理を行ってお

ります。

　腎臓疾患に対する質問や疑問がございましたら些細な事で

も構いませんので、お気軽に当科外来にご連絡下さい。

　昭和55年3月、神宮寺にて19床の入院設備のある有

床診療所として開業しました。

　以来、平成21年まで胃腸科・外科・肛門科として多

数の手術を行ってきましたが、諸事情により、以後手

術は行っておりません。

　また、平成25年5月からは外来のみの診療所として

主に胃・大腸内視鏡検査、ポリペクトミー、腹部疾患

の診断、更には、糖尿病・高脂血症・高血圧症も診察

しております。

　平成25年より近隣の病院に入院・手術の必要な患

者さんをお願いしております。特に浅ノ川病院には

本当に患者さんを快く受け入れて頂き感謝しており

ます。

　何卒、今後共宜しくお願い申し上げます。

腎臓内科 奥山 宏 医師

院長 加藤 寛幸 先生

医院外観

診  療  科 ： 胃腸科、外科、肛門科
専門領域 ： 食道、胃、十二指腸、大腸
検査機能 ： 内視鏡  食道、胃、十二指腸、全大腸
　　　　　　　　    シグモイドスコピー

住　　所 ： 〒920-0806
　　　　    石川県金沢市神宮寺1丁目9の8
電　　話 ： 076-252-3366
駐  車  場 ： あり
アクセス ： 北鉄バス・JRバス 神宮寺バス停下車 徒歩2分
　　　　　 JR東金沢駅 徒歩15分

休診日：土曜午後、日曜、祝日

診療時間

8 : 30～12 : 00

月　　火　　水　　木　　金　　土　　日　
○　　／　　／　　／　　○　　／　　／　

8 : 30～11 : 00

13 : 30～17 : 00
14 : 00～17 : 00
14 : 00～16 : 00

／　　○　　○　　○　　／　　○　　／　
○　　／　　／　　／　　○　　／　　／　
／　　○　　○　　／　　／　　／　　／　
／　　／　　／　　○　　／　　／　　／　

今回は、金沢市神宮寺の

『加藤胃腸科外科医院』をご紹介いたします。

加藤胃腸科外科医院

連携登録医 とは

地域の医療機関と浅ノ川総合病院の相互連携を一層緊密にし、適切で切れ目のない医療の提携を目指して新たに開始
された「連携登録医制度」に登録していただいている医療機関の先生方です。

北陸新幹線

鳴 和

小坂町
東金沢駅口

東金沢駅

大樋町

浅野本町 ゲオ金沢東大通店

金沢東警察署

城北ショッピング
センター

神宮寺

加藤胃腸科外科医院

浅ノ川総合病院
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のご紹介連 携 登 録 医診療科トピックスPick UP! 腎 臓 内 科

　当院腎臓内科は大学からの派遣医も含め計4名の常勤医師で
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す(CKD患者数は約1330万人と推計)。さらに、CKDは腎機能が低下するだけでなく、心血管疾患(心筋梗

塞、脳卒中、閉塞性動脈硬化症等)の危険因子であることも分かってきています。CKDでは、早期診断・早
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　腎臓疾患に対する質問や疑問がございましたら些細な事で

も構いませんので、お気軽に当科外来にご連絡下さい。

　昭和55年3月、神宮寺にて19床の入院設備のある有

床診療所として開業しました。

　以来、平成21年まで胃腸科・外科・肛門科として多

数の手術を行ってきましたが、諸事情により、以後手

術は行っておりません。

　また、平成25年5月からは外来のみの診療所として

主に胃・大腸内視鏡検査、ポリペクトミー、腹部疾患
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しております。

　平成25年より近隣の病院に入院・手術の必要な患

者さんをお願いしております。特に浅ノ川病院には

本当に患者さんを快く受け入れて頂き感謝しており

ます。
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腎臓内科 奥山 宏 医師
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／　　／　　／　　○　　／　　／　　／　
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加藤胃腸科外科医院

連携登録医 とは

地域の医療機関と浅ノ川総合病院の相互連携を一層緊密にし、適切で切れ目のない医療の提携を目指して新たに開始
された「連携登録医制度」に登録していただいている医療機関の先生方です。
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東館7階病棟病棟紹介

　東館7階病棟は最上階に位置する日

当たりの良い病棟です。西側デイルー

ムから見える景色が良く、入院中の患

者さんの癒しの場となっています。病

棟では看護師28名と看護補助者5名の

計33名のスタッフが働いています。今

年度は新人を含め新たに看護師2名が

仲間に加わりました。若いパワーとフッ

トワークの良さが自慢の病棟です。

　当病棟は急性期病棟で、主に内科、

腎臓内科疾患で検査・治療を必要とする患者さんが入院されています。入院患者の80％以上が緊急入

院となった患者さんです。突然の腹痛や発熱、原因不明の症状に不安をかかえて入院生活を送っている

患者さんが多いです。また、救急搬送された生命の危機状態にある患者さんも入院されます。私達スタッ

フは“患者さん一人一人の尊い命を守り、苦痛を最小限にとどめ、不安を和らげ、安心して入院生活を過

ごして頂きたい”との思いで、医師、薬剤師、ソーシャルワーカー等と協力し、支援を行っています。

　近年の傾向として、高齢者の一人暮らしや夫婦二人暮らしなど、退院後の生活に問題を抱えている患

者さんが入院されるケースが多いです。病気は治っても介護の問題でなかなか退院出来ない患者さんも

珍しくありません。私達は病気を治すことだけでなく、入院前の生活を維持出来るように運動機能の低

下防止に心掛けています。また、退院後の生活環境や介護に問題を抱えている患者さんやご家族が、退

院後も安心して生活出来るようにと考え、入院時から退院後の生活をふまえた支援を行っています。

　当病院では退院される患者さんに、入院生活におけるアンケートのご協力を依頼しています。アン

ケートの中には「急な入院で心細かったけど、スタッフの明るい対応に救われた。」「安心して入院生活を

送れました。ありがとう。」等、スタッフへの感謝の言葉を

頂いています。業務に追われ慌ただしく過ぎる毎日です

が、患者さんやご家族から頂く温かい言葉を励みに、これ

からもスタッフ一同笑顔を忘れずに頑張りたいと思って

います。

看護師長 皆森 里美

内科・
療養センター

大島  徹
おおしま  とおる

自分や家族の闘病経験を踏まえ、患者さん
やご家族の気持ちに寄り添った思いやり
の心で、職務を全うしたいと思います。

専門分野／内科一般
認定資格／日本医師会認定産業医

内  科 内  科

善田 貴裕
ぜんだ    たかひろ

地域で患者さんを診るとの立場から、ご開業の先生
方との連携を大切にし、出前講演など予防医学にも
力を入れたいと思っております。

専門分野／内科一般、消化器分野
認定資格／日本内科学会 総合内科専門医、
　　　　　 日本消化器病学会専門医、日本肝臓学会専門医、
　　　　　 日本消化器内視鏡学会指導医、日本医師会認定産業医

奥田 理香
おくだ　     りか

患者さん個々の病態・生活に合った最適
な治療をご提供できるよう努力していき
ます。よろしくお願いします。

専門分野／糖尿病内分泌
認定資格／日本内科学会認定医、
　　　　　 日本医師会認定産業医

高橋 知子
たかはし    ともこ

病気や治療に対する不安を少しでも軽減
できるように、分かりやすく丁寧な説明対
応を心がけて、精一杯努力します。

事故で手に障害を負いましたが、その分、
経験を生かして患者さんの気持ちを汲み
取った医療を行えるように頑張りたいと
思います。

専門分野／糖尿病内分泌

専門分野／脊椎外科、整形一般
認定資格／日本整形外科学会専門医

地域の皆さまに少しでも貢献できるよう、
精一杯頑張ります。よろしくお願いいた
します。

認定資格／外科専門医専門分野／消化器

内  科 外  科

木下 香織
きのした   かおり

森  和也
もり      かずや

内  科

沖野 一晃
おきの    かずあき

腎臓内科に限らず、総合内科医として、
地域医療に貢献していきたいです！

一般内科に加えて、大勢の透析患者さん
を担当させていただきます。患者さんに
信頼していただけるよう、精一杯がんばり
ます。

専門分野／腎臓・血液浄化療法
認定資格／内科認定医

地域医療に貢献できるよう、頑張っていき
たいと思います。よろしくお願いいたし
ます。

専門分野／内科一般、透析

腎臓内科 整形外科

宮竹 敦彦
みやたけ  のぶひこ

米澤 則隆
よねざわ  のりたか

腎臓内科

専門分野／皮膚科一般
認定資格／日本皮膚科学会認定 皮膚科専門医

喜久山 明
きくやま    あきら

石川県での仕事は初めてですが、どんな
場所でも丁寧な診察を心がけたいです。
よろしくお願いします。

丁寧な診察と分かりやすい説明を心がけ
ています。皮膚症状でお困りの方はお気軽
にご相談下さい。

泌尿器科 皮膚科

福田 悠子
ふくだ　  ゆうこ

袖本 衣代
そでもと    きぬよ

泌尿器科

4月より復職しました。また、地域の皆さ
まの為に全力で頑張って参ります。

専門分野／泌尿器科全般、前立腺癌放射線治療
認定資格／日本泌尿器科学会専門医・指導医

専門分野／泌尿器科一般
認定資格／日本泌尿器科学会専門医

新任医師紹介新任医師紹介 今年4月から赴任された
医師を紹介します！
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ムから見える景色が良く、入院中の患
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計33名のスタッフが働いています。今
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　当病棟は急性期病棟で、主に内科、
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院となった患者さんです。突然の腹痛や発熱、原因不明の症状に不安をかかえて入院生活を送っている
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います。

看護師長 皆森 里美

内科・
療養センター

大島  徹
おおしま  とおる

自分や家族の闘病経験を踏まえ、患者さん
やご家族の気持ちに寄り添った思いやり
の心で、職務を全うしたいと思います。

専門分野／内科一般
認定資格／日本医師会認定産業医

内  科 内  科

善田 貴裕
ぜんだ    たかひろ

地域で患者さんを診るとの立場から、ご開業の先生
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木下 香織
きのした   かおり
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腎臓内科に限らず、総合内科医として、
地域医療に貢献していきたいです！

一般内科に加えて、大勢の透析患者さん
を担当させていただきます。患者さんに
信頼していただけるよう、精一杯がんばり
ます。

専門分野／腎臓・血液浄化療法
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たいと思います。よろしくお願いいたし
ます。

専門分野／内科一般、透析

腎臓内科 整形外科

宮竹 敦彦
みやたけ  のぶひこ

米澤 則隆
よねざわ  のりたか

腎臓内科

専門分野／皮膚科一般
認定資格／日本皮膚科学会認定 皮膚科専門医

喜久山 明
きくやま    あきら

石川県での仕事は初めてですが、どんな
場所でも丁寧な診察を心がけたいです。
よろしくお願いします。

丁寧な診察と分かりやすい説明を心がけ
ています。皮膚症状でお困りの方はお気軽
にご相談下さい。

泌尿器科 皮膚科

福田 悠子
ふくだ　  ゆうこ

袖本 衣代
そでもと    きぬよ

泌尿器科

4月より復職しました。また、地域の皆さ
まの為に全力で頑張って参ります。

専門分野／泌尿器科全般、前立腺癌放射線治療
認定資格／日本泌尿器科学会専門医・指導医

専門分野／泌尿器科一般
認定資格／日本泌尿器科学会専門医

新任医師紹介新任医師紹介 今年4月から赴任された
医師を紹介します！
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新病院長インタビュー
新任医師紹介
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【 地 域 連 携 】医療・介護・福祉が一体となった切れ目のない医療サービスを提供し、
地域医療の充実に努めます。

【 救 急 医 療 】断らない救急医療を目指します。
【 予 防 医 学 】健康診断を推進し、病気の予防・早期発見に努めます。
【 チーム医療 】患者さん中心のチーム医療を実践し、安全で質の高い医療の提供に努めます。
【 人 材 育 成 】次代の医療を担う信頼される人材の育成に努めます。

救急から在宅まで、地域の医療を守り支える病院を目指します。

病院の理念・方針が

新しくなりました。

病院の理念

vol.
21

お知らせ

　平成29年4月1日、当院の入職式が行われました。
　総勢45名の新しい職員は、これからの浅ノ川総合病院を担う力
として小市理事長から告示を、4月から病院長に就任した荒木病
院長から訓示を受けました。
　その後、新しい理念と方針を荒木病院長から、病院の概要を谷
事務長から教わり、翌週からは各部門の紹介や医療情報システム、
接遇研修、臨床倫理、施設基準や施設管理など病院で働くために
必要な知識を学びました。また、今年はグループワークの他に、コ
ミュニケーションを得る機会として昼食会を開きました。同期の
仲間達と共に、これからの浅ノ川を盛り上げていってくれること
を期待します！

平成29年5月27日（土）13：00 ～ 16：00　石川県地場産業振興センター  本館1F 大ホール
「看護職と看護学生のための就職情報交換会」に当院が参加します。

平成29年6月16日（金）19：00 ～　ホテル金沢2階「ダイヤモンド」
「第9回定位放射線治療セミナー」を開催します。

平成29年6月1日（木）は創立記念日につき、外来診療を休診いたします。（急患の場合は救急外来で対応します）
創立記念日休診のお知らせ

平成29年度 入職式・新入職員研修

発
行
／
編
集
　医
療
法
人
社
団
浅
ノ
川  

浅
ノ
川
総
合
病
院  

広
報
室
　〒
920-

8621  

石
川
県
金
沢
市
小
坂
町
中
83
番
地
　TEL

：076-252-2101

　web

：http://w
w

w
.asanogaw

a-gh.or.jp/TEL：076-252-2101（代）　メールアドレス：kouhou-1204@asanogawa-gh.or.jp問い合わせ先
広報誌に関する質問・投稿・ご意見などは広報室へお願いいたします。  

あ
さ
の
ち
ゃ
ん
ね
る

病院の方針
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